
以下の視点で小学校，中学校における各教科等の指導のポイントを作成しています。

言語活動の充実 各教科等の指導のポイントの見方

① 教科・領域における

言語活動の充実

言語活動は各教科等の目

標の実現の手だてであるこ

とに留意し，それぞれの特

質を押さえて取り組むこと

が大切です。

③ 言語活動を位置付けた

学習活動

「各教科等における言語

活動の充実」の「その１：

言語活動を位置付けた学習

活動」にある①～⑥に照ら

し合わせて提示していま

す。

教科等の特質を生かし，

１単位時間もしくは１単元

時間で表しています。

④ 言語活動の充実の視点

言語活動の充実の視点

は，１単位時間もしくは１

単元時間のどこに，どのよ

うな「言語活動」を位置付

けるのかを示しています。

② 指導上の留意点

「言語活動の充実に関す

る指導事例集～思考力，判

断力，表現力等の育成に向

けて～【小学校版】【中学校

版】（文部科学省）」で示さ

れたことや，文部科学省で

説明された内容を基に，特

に気を付けてほしい点を示

しました。

⑤ 評価の観点

「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（小学校）(中

学校) 国立教育政策研究所 教育課程研究センター」で示されたことや，

文部科学省で説明されたことを基に，各教科等で言語活動を通して育成す

る，思考力・判断力・表現力等をどの観点で評価するのか示しました。

学習指導要領の目標の実現状況を把握し指導の改善に生かしましょう。


